
［成果情報名］ 香川型イチゴ高設養液栽培システムにおけるピートバッグ内水分の動態 

［要約］ ピートバッグ内の培地含水率は給液開始時より増加し、ピートバッグの上部と下部では増加

傾向に違いがない。また、水分の増加速度は低日照条件下や多給液により速まる。多給液の

場合は慣行給液とほぼ同様の水分の動きをするが、低日照条件下では特にピートバッグ上部

で水分の動きが鈍る。 
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[背景・ねらい］ 

 香川型イチゴ高設養液栽培システムでは葉脈間から葉色が低下し生育が遅延することがあり、この現

象は定植後の低日照や給液量に起因すると考えられている。そこで給液管理の参考とするため、ピート

バッグ内の水分動態を把握する。 

[ 成果の内容・特徴 ] 

1. 培地含水率は定植４日後まで上昇していき、定植５日後以降でほぼ一定となる（図２）。 

2. 培地の上部、下部で培地含水率に大きな違いは見られない。（図２）。 

3. ピートバッグ底部の水分量は給液口の下部から増加していき、ピートバッグの両端は中央部より

増加速度が遅くなる。また、ピートバッグ両端の水分量は左右で増加速度の違いが生じる。（図３）。 

4. 低日照を想定した７５％遮光、多給液の１．５倍給液では水分量の増加速度が速まる（図３）。 

5. ピートバッグ内ＥＣは１．５倍給液では慣行給液とほぼ同様の分布を示すが、７５％遮光では慣

行給液より高い部位が多く、その部位はピートバッグの下部よりも上部に多い（図４）。 

[成果の活用面・留意点] 

1. ピートバッグには折り径 30cm・長さ 80cm・銀色のポリエチレン製バッグに粗目のピートモスを

18?充填したものを用いた結果である。 

2. ピートバッグ底部の水分量はＰＯフィルムを用いて底部が透明なピートバッグを作成し、底部か

らの培土の色を観察することで調査を行った結果である。 

3. ピートバッグ内部のＥＣは、定植の１ヶ月後に給液を水道水に切り替えその翌日にピートバッグ

内の各部位においてＥＣを測定した値である。ＥＣの高い部分は培地からの排出や植物の吸収に

よる水分の動きが少ないと判断する。 

4. 香川型イチゴ高設養液栽培システムにおいては、遮光した場合や曇天日が続くような場合は定植

８日後以降に強制給液を減らす等、給液量を減らす対応が必要である。 

 

［具体的データ］ 
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